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３～４つのグループに分かれて、３つの分科会で話し合ったことを共有し各グ
ループから、明日からできる「行動宣言」を発表する

　

上田　英司 さん
（特定非営利活動法人 
  NICE　事務局長）

山崎　美貴子 さん
（東京ボランティア・市民活動センター所長）

あんどう　りす さん
（防災コーディネーター）

保育園児の保護者　
学童クラブ児童の保護者

分科会① 分科会② 分科会③
もし杉並に震災が起きたら

～災害対策の今までの常識は、使えるのか？～

◆こんな方におすすめ…

・開会式
・オリエンテーション
　　　　　山崎　美貴子 さん
　　　　　　（東京ボランティア・市民活動センター所長）

ご近所が大切だと思っている方、
地域防災について関心のある方

◆こんな方におすすめ…

地域とつながりたいパパ・ママ、
子どもの活動に関心のある方

◆こんな方におすすめ…

被災地でボランティアを経験した若い方、
地域のことを知りたいと思っている若い方

　未曾有の東日本大震災は、日頃の備えや私たち
の生活のあり方を根本から揺さぶる大災害となり
ました。私たちが住む杉並で震災が起きたとき、
地域では何ができるのかを皆さんで一緒に考えて
みましょう。

知ろう！　話そう！　つながろう！
みんなで創るすぎなみのまち

～何か地域のためにしたい！　　　　　
　　　　　そんな若者よ、集まろう！～　子どもを守るために親が準備しておきたいこ

と、知っておきたいことを学びましょう。３・11の
震災では、子どもと離れていて心配だった保護者
もたくさんいました。その時のお話を聞きながら、
非常時に地域でできること、皆さんでできること
を一緒に考えてみましょう。

　「被災地のために何かしたい！」という強い思
いで動き出した若者たち。
　被災地での活動を通じて得た “気づき ” は今、
自分のまちでも必要なはず。そんな “気づき” に
ついて、皆さんで話し合い、若者が杉並のまちで
できることを考えていきましょう！

オープニング

交 流 会

【進　行】

【講　師】

【進　行】

【進　行】

【話題提供者】

【コーディネーター】

テーマ
テーマ

テーマ
　　パパ・ママの防災アクション

大震災で変わった !?　地域の見方・関わり方
～やっぱり大切ね！　地域のつながり～

地域と関われること、地域に伝えたいことを
皆さんで考えましょう

　災害時だけでなく、平常時から必要なつながりを考える
ワークショップです。
　3つの分科会で、自分たちができることを話し合い、さ
らに、そこで話し合ったことを自分の住む地域にどう伝え
ていくか、皆さんで考え形にします。

＊このワークショップは、オープニングから交流会まで通しで
の参加となります。また、事前の申し込みが必要です。

○申込方法は、２面をご覧ください。

岩石　隆光 さん
（社団法人　東京社会福祉士会
 災害対策本部長）

守　茂昭 さん
（財団法人　都市防災研究所
 上席研究員）

○定員20名

○定員30名

○定員25名
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「話し合い・ワークショップ」「話し合い・ワークショップ」

つながり関 伝 地
カン デン チ

～関わる・伝える・地域力～

三世代パワー！

事前申込（13：00～ 17：00）

すぎなみ地域福祉フォーラム2011すぎなみ地域福祉フォーラム2011
主な記事
2 面	●すぎなみ地域福祉フォーラム2011
	 ●なるほどうぇるくん
3面	●�歳末たすけあい運動
	 ●�教育支援資金の貸付
	 ●民生委員・児童委員コーナー
4面	●ささえあう地域福祉の輪大災害を乗り切るために

後援：杉並区　杉並区町会連合会　杉並区民生委員児童委員協議会

会場 あんさんぶる荻窪12月11日㊐10：00～ 16：00

4F

2面も
　見てね！
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２
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な
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付
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５
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◆�申込みの際は、参加したい分科会・講座名、氏名、住所、電話番号、
メールアドレス・性別・年齢をご記入の上、電話、ファクスまたは
メールでお申込みください。

　※メールの方は、件名に「フォーラム申込み」とご記入ください。
◆�「ワークショップ」に参加する方は、オープニングから交流会まで

の参加となります。
◆�要約筆記、手話及び託児をご希望の方は、申込み時にお知らせくだ

さい。
【申込受付】11 月 10 日（木）～ 11 月 30 日（水）
【申込み・問合せ】

「ワークショップ」「
サバイバル講座」

は事前申込みが必要で
す。

◎非常食体験　※なくなり次第終了
　　アルファ米　クッキー　コーヒーなどを提供します。

◎�サバイバルグッズ製作体験
　�　空き缶で作る卓上ランプやランタン、簡易コンロ、紙皿などを製作

◎避難所再現コーナー
　�　避難所ではどのように過ごすのだろうか？　ダンボールで区切っ

たスペースを再現

◎杉並社協が見た東日本大震災の写真展示
　�　杉並区が災害時相互援助協定を締結している福島県南相馬市の様

子を写真展示

① 10：30～ 11：30　「小さな命を守る防災講座」
　講師：あんどう　りす さん（防災コーディネーター）
　　子育てママに大人気のあんどうりすさんによる防災講座。
�　�　災害対策だけでなく、子育てに役立つ防災グッズ、アウトドアの知恵、古武

術を応用した軽くおんぶする方法など、いざというとき役立つお話を聞きます。
② 12：00～ 13：00　「命を救う防災・応急手当講座」
　協力：荻窪消防署
　�　震災等で、同時に多数の傷病者が発生したときは、平常時のように救急車を

期待することは困難となり、自主的な救護活動が極めて重要です。このような
ときに備えて、応急手当法を学びましょう。また、家具類の転倒防止・落下防
止対策など、事前の被害拡大防止対策も併せて紹介します。
③ 13：30～ 15：00　「災害時高齢者生活支援講習」
　協力：日本赤十字社東京都支部
　�　知って役立つ技術法について学びます。「移動方法」「リラクゼーション（ホッ

トタオル、足浴）」「レクリエーション」の実践。

◎�防災グッズ見本市「定番から最新の防災グッズや非常食ま
でズラリ！」

　災害時に大いにその威力を発揮するグッズや避難生活で必要となるアイテ
ムなどをセレクトして紹介。
◎防災情報展
・いざというときの防災心得展
　いざというとき慌てずに安否確認する方法や外出時の対処法など、適切な
行動がとれるようなマニュアルを紹介します。
・日用品でできる簡易災害対応術紹介
　レジ袋を使った簡易おむつ、ダンボールでの簡易トイレ、新聞紙やネクタ
イを利用した骨折時の固定、毛布での担架作りなどが体験できます。
・救助資器材紹介（協力・荻窪消防署）
　消防署で備えている、いざというときに区民に貸し出しを行う、救助用の
アイテム（簡易救助資器材・手動削岩機）などを紹介します。

◎なりきり！ちびっこ消防隊　
　（協力・荻窪消防署）
　ちびっこ用のミニ防火衣とミニバイク
をご用意します。お子様の記念撮影にい
かがですか？（撮影用のカメラは各自お
持ちください）

知って安心！ 備えて安心！

災害時対応力アップコーナー
【情報資料コーナー】10：00 ～ 16：00

ご
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か
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。
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3F

実践！サバイバル講座
【第 1 会議室】定員各 15 名

1F 1F

杉
並
区
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
　
講
演
会

すぎなみ地域福祉フォーラム2011

　各地の被災地では癒やしの場としてカフェなどが
設けられました。今回は避難所に設けられたカフェ
スペースを再現。非常食体験や簡単に作れるサバイ
バルグッズ製作体験コーナーなどがあります。

事前申込

　阪神・淡路大震災から 15 年。
実際に震災を経験した森山未來と
佐藤江梨子のリアルな演技が話題
になった作品です。
　第36回放送文化基金賞受賞作品。

～「街」は一瞬で破壊され、僕た
ちは生き残った～  その街で生まれ
育った子どもたちが新たな一歩を
踏み出すために街を歩く・・・

【第１・２教室】 10：15 ～ 12：00（開場 10：00）
4F 映画上映会 参加自由 定員 50名

© 2010NHK

『その街のこども　劇場版』

参加自由

　杉並区内にある気軽に立ち寄れる場所や、さまざまな活動団体などを紹
介いたします。
◎きずなサロン紹介（映像紹介）
　地域の方々がふれあい、交流する場を映像で紹介します。
◎地域活動団体の活動紹介
　地域で活動している NPO 団体・ボランティアグループなどの紹介。
◎子どもたちによる被災地復興へのメッセージ
　荻窪北児童館の子どもたちからの「がんばろう日本 2011」をテーマに
したメッセージなど。

【グループ活動室】10：00 ～ 16：00
展示コーナー 参加自由

参加自由

3F

　杉並ボランティア・地域福祉推進センター
　FAX：03（5347）2063　 e-mail：info@borasen.jp
　  ☎  ：03（5347）3939　 ホームページ：http://borasen.jp/

ちびっこ用ミニバイク

当日、定員に達し次第、締め切らせていただきます。
あらかじめご了承ください。

避難所カフェ
【ロビー・外】10：00 ～ 16：00

参加自由
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身近にいます
民生委員・児童委員
主 任 児 童 委 員

杉並区内には、13地区の民生委員児童委員協議会があり、403名の民生委員・
児童委員と28名の主任児童委員がいます。
このコーナーでは、民生委員・児童委員と主任児童委員が、どのような活動を
しているかを取材して紹介します。

「安心おたっしゃ訪問事業」実施しています！
　「安心おたっしゃ訪問事業」は、今年の7月から始まった杉並区の事
業です。75歳以上で単身高齢の方などを対象に民生委員、ケア24（地
域包括支援センター）職員等がご自宅を訪問し、健康状態や困りごとが
ないかなどをお聞きするものです。地域の中で日常的に相談できる関係
づくりや、継続的な見守り等を目的にしています。

　この夏は猛暑でしたので熱中症へのご注意と、オレオレ詐欺の警告の
チラシをお配りしながら訪問しました。中には、インターホン越しに「わ
ざわざ会わなくても元気にやっているし大丈夫だから」と、お会いでき
なかった方がいたり、迷惑だという電話があったりもしました。でも、
それだけお元気な方が多いということかもしれません。
　一方、民生委員の訪問を歓迎してくださる方も多く、「玄関先で」と
固辞したのですが、暑いからと部屋に通してくださったり、「暑いのに
ご苦労さま」とねぎらいの言葉をかけていただいたりしました。地域の
活動に参加したり趣味や運動を楽しんだり、現役でお仕事をしている方
もたくさんいらっしゃいました。
　また、介護保険利用や災害時の支援についての質問を受け、ケア24

につないだり、「たすけあいネットワーク」を紹介したりもしました。「民
生委員って何をする人なの」という質問も多くありました。民生委員は
地域の支援活動、高齢者支援活動、子育て支援活動などをしていて、必
要に応じて専門機関につなげるパイプ役であること、守秘義務があるの
で、安心して相談してほしいことなどをお話ししました。
　訪問先で「一人で生活しているのでお隣とのお付き合いを大事にして
いる」とのお話を聞きました。出掛けるときには一声かけられるそうで
す。３月の震災以来、“きずな”という言葉を見たり聞いたりします。９
月にも大型台風により大きな被害がでました。災害に備える意味におい
ても、常日頃からご近所といい関係であることが大切です。

　この訪問で、「担当の民生委員がわかってよかった」と言っていただ
いたり、私たちもご近所に住む高齢者とお会いし、コミュニケーション
がとれたことは、顔の見える地域づくりの大きな一歩となりました。

（担当：民生委員児童委員協議会　横関（高円寺中央地区）、志村（阿佐谷地区））

【民生委員・児童委員、主任児童委員に関するお問合せは】
杉並区保健福祉部管理課地域福祉係　☎03-3312-2111（代表）
杉並区社会福祉協議会　☎03-5347-1010

【貸付の条件】
●杉並区民であり低所得世帯（基準があります）
●連帯借受人が原則必要（世帯の状況により連帯保証人が必要です）

【借入申し込みの時期】
●�通年で申し込みはできますが、来春進学希望の方は受験する学校が確

定した段階で予約申し込みができます。（申込者は、お子さん本人に
なります）

　※�申し込み後、貸付金の送金まで審査の都合上約１か月以上を要しま
す。そのため、入学金等の納期に間に合うようお申し込みください。

　※�申込者が未成年者の場合、親権者の方にも貸付審査決定後の契約書

（借用書）に連名していただきます。
【貸付内容】
●就学支度費（募集要項に掲載している「入学金」）
●教育支援費　貸付限度額（月額）
　①高等学校・専修学校（高等課程）……35,000 円
　②高等専門学校・短期大学・専修学校（専門課程）……60,000 円
　③大　学……65,000 円
　※�教育支援費は、原則として募集要項に示されている学生共通にかか

る経費から計算して算出します。
【その他】
●�世帯の状況によっては、区の別制度が優先となる場合があります。
●返済は、卒業後 14 年以内で行っていただきます。
●民生委員が申込時から償還完了までかかわる制度です。

【問合せ】　資金担当係　☎ 03（5347）3134

新しい参加者も増えて、嬉しいこの頃です

　この貸付は、東京都社会福祉協議会が低所得の世帯向けに実施する公
的な生活福祉資金貸付制度の一つです。受験シーズンをむかえ、融資の
相談を受け付けています。

教育支援資金貸付について教育支援資金貸付について教育支援資金貸付について教育支援資金貸付について教育支援資金貸付について教育支援資金貸付について

　現在地域の中には、公的なサービスや制度だけでは
解決できない問題が山積しています。孤立してしまう
高齢者や子どもの安全を脅かす事件、そして首都圏直
下型地震への不安……。
　今、多くの方が「地域のきずな」に注目しています。
あらためて地域のつながりの大切さを確認して、近隣
の住民同士が支えあう「地域力」を高めていくことが、
求められています。
　歳末たすけあい運動にお寄せいただいた募金は、こ
のような地域に根ざした福祉活動を進めるための財源
として、有効に活用させていただきます。

■ 杉並区社会福祉協議会でも、12 月１日に JR 荻窪駅周辺
で街頭募金を行います。また、あんさんぶる荻窪に募金
箱を設置します。皆さまのご協力をお願いいたします。

■ 問合せ
　 杉並ボランティア・地域福祉推進センター
　 ☎ 03（5347）3939

歳末たすけあい運動は、町会・自治会や民生委
員・児童委員、区内団体の皆さまにご協力いた
だいております。

【期 間】12月１日～12月31日
今年もご協力お願いします

「地域の子どもは地域で育てる」
　子育て奮闘中のお母さんと赤ちゃ
んが集まるサロン活動です。アットホ
ームな雰囲気の中、情報交換だけでな
く安心感の提供を心掛けており、お母
さんも笑顔で帰っていきます。
　隔月開催でしたが、今年度から毎月
の開催が実現しました。

日程：毎月第３水曜日
　　　13：30 ～ 15：00
会場：和田区民集会所  和室

①

③
②

⑥
⑤

④ 4,704,145 円

2,719,495 円
1,243,221 円

1,076,634 円

1,020,364 円 947,486 円

総 額
11,711,345 円

皆さまからの募金は
このように使わせていただきました

歳末たすけあい運動
平成 22 年度 報告

すくすく子育て
サロン和田堀

① 地域福祉活動への助成
② 広報紙の発行
③ サロン活動
④ 小地域福祉活動「きずなプラン」
⑤�「すぎなみ地域福祉フォーラム

2010」開催
⑥ 車いす、模擬体験器具の貸出

〔配分の一例〕
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私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。
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。
彼
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名
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そ
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め
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い
ま
す
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うぇるくん〈32〉
歳末たすけあい運動の巻

編集後記

セミナーの取材を通して、企業の地域での活
動を知ることができました。杉並区で活動し
ているその他の企業についても調べてみたく
なりました。また次の機会にご紹介できれば
と思います。（石田）

ありがとうございました 

●●●●●寄附者名簿〈敬称略〉●●●●●
平成 23 年 8 月 1 日～ 9 月 30 日まで
〈団  体〉

〈匿　　名〉

ＡＳＡ西浜田山　高山道雄……………………… 8,000 円
あゆむ弁当　三鷹 ･ 調布 ･ 杉並店……………… 4,551 円
杉並建設労働組合、建築ユニオン杉並支部……20,000 円
ルミネ荻窪店　恵比寿様…………………………51,059 円
社団法人サロン・デ・ボザール杉並支部 代表 大津 文子……25,000 円

2 件……………………………………………… 1,269,500 円

地域包括支援センター ケア24 梅里が移転します

地域福祉地域福祉地域福祉
の

輪輪輪
「株式会社　資生堂」
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。

　

今
回
の
講
習
会
は
女
性
が
対
象

で
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た
が
、
男
性
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加
す
る
セ
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。
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献
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　平成 23 年 11 月 14 日（月）＜予定＞か
ら、下記の住所に移転します。担当地
域は今までと変わりません。今後とも
よろしくお願いいたします。
　【新住所】
杉並区梅里 1 ー 7 ー 17 Ｋ＆Ⅱビル 5 階
電話番号・FAX は変わりません

☎  　03（5929）1924
　FAX　03（5929）1925

丸ノ内線
新高円寺駅

バス亭
新高円寺駅

至 高円寺

青梅街道

五日市街道

〒 五日市街道
入口

入
口

ケア24梅里
K&Ⅱビル５F

勤務内容  介護保険要介護認定の調査
資格要件   介護支援専門員（必須）

�勤務時間  月～土のうち土曜日を含む週に３～４日、午前９時
30 分から午後４時 30 分まで（実働１日６時間、土
曜日は午前９時から午後１時までの実働４時間）

賃　　金 950 円～1,300 円（基本時給 950 円＋業務加算）
募集人員  ５名程度
勤 務 地  杉並区（南荻窪・梅里のいずれか）

�募集人員  �履歴書を 11 月 21 日（月）（必着）までに認定調査係 
（〒 167－0051 荻窪５－15－13 あんさんぶる荻
窪５階）へ郵送または持参。書類選考の上、面接を
11 月 25 日（金）に実施。

問 合 せ  認定調査係　☎ 03－5347－1015

介護保険要介護認定調査員募集


